
気まま随想 ドン・キホーテの独り言 ８月 

            自家菜園 7年目の野菜たち 

 ミニ農園を始めて 7 年目に入った。夏野菜が最盛期の今、スイカ、トマト、キュウリ、
ナス、ピーマン、シシトウ、インゲンが例年になくよく出来ている。特にスイカは写真（右
はテニスボール）のように重さ 10 キロの“お化けスイカ”が穫れた。年寄り夫婦二人の我が家

では、切って冷蔵庫に入れておき、おやつはいつもスイカで 2 週間近く
続いた。 
 トマト、キュウリ、ナスは近所へお裾分けや都心に住む子供達に送っ
てあげている。特にキュウリは収穫が 1 日遅れると 30 センチを越え黒
太くなってしまう。美味しいのは 20 センチ以下で先に花の残りがつい

ている若いものだ。これに味噌をつけてかじるのは堪えられない。 
 見事に赤くなったトマトの列を見て畑仲間から「お上手ですね」な
んて声もかかる。そんなときは「ええ、百姓のせがれですから。子供
の時いつも農作業を手伝わされて、その記憶が半世紀過ぎた今も残っ
ているかも」なんてお愛想を返す。信州の伊那谷では今も⾧兄が畑で
汗を流している。 

 その郷里の高校の同期仲間にはメール網があり活発な
交信がある。同好会の呼びかけや報告、健康管理の工夫、各地の写真レポー
トなど。自家菜園の仲間も結構いて、ときたま自慢野菜の写真が送られてく
ることがある。 
 借地料、農具や棚などの材料費、肥料、種苗・・・と計算していくとスー
パーで買った方が安上がりになることもあろうが、太陽の下で土いじりは健
康にもよく野菜の育っていくのも楽しみだ。孫達がスイカにかぶりついてい

る写真やお裾分けの際の褒め言葉に励まされて、また暑いなか畑へと出かけていく。 


